
第２３回 高校生ものづくりコンテスト鹿児島県大会 

 

「木材加工部門」実施要領および課題 

 

１ 開催日時 

令和６年６月７日（金） 13:00～15:30 

令和６年６月８日（土）  8:30～16:30 

 

２ 競技会場 

鹿児島県立鹿児島工業高等学校 アリーナ１階 サブアリーナ 

 

３ 競技日程【１日目】 

受 付    13:00 ～       受付:アリーナ１階 サブアリーナ前 

① 健康観察・検温 ※37.5 度以上の発熱者，体調不良者は出場不可 

② 作業エリア抽選 ※受付順で抽選を行い決定します               

③ 更 衣  ※アリーナ１階 更衣室 

搬 入 等       ～ 13:30 原寸図作業道具（作業エリア，原寸図配布） 

   部 門 開 会 式    13:35 ～ 13:55 

  競 技    14:00 ～ 14:40 原寸図作成（40 分） 

  審 査    14:45 ～       運営委員で工具の確認・原寸図の審査を行います 

競技道具準備    14:50 ～ 15:30 工具搬入 工具確認（生徒のみ入場可） 

                      ※引率教員は会場内には入れません 

                         

  競技日程【２日目】 

受  付     8:15 ～       受付:アリーナ１階 サブアリーナ前 

健康観察・検温    ※37.5 度以上の発熱者，体調不良者は出場不可 

  作 業 入 場     8:30 ～       準備開始（鉋の準備等可能） 

  全 体 開 会 式     9:00 ～  9:20 本館１階会議室にて ※昨年度との変更点 

競 技     9:40 ～ 12:40 墨付け・加工・組立て（180 分間） 

  片 付け・清 掃    12:40 ～ 13:00 ※選手は片付け次第昼食 

  昼 食    12:40 ～ 13:30  ※審査員昼食 

  審 査    13:30 ～  ※ 状況次第で後日賞状を郵送致します 

片 付 け    14:30 ～      昼食後，全員で片付け作業を行います 

  閉 会 式    16:00 ～ 16:30 ※審査が終わり次第閉会式となります 

 

４ 部門開閉会式 式次第 

   〈開会式〉              （閉会式） 

  ・開式の言葉              ・開式の言葉 

   ・部門競技責任者 挨拶      ・審査結果発表及び表彰 

   ・競技上の注意             ・審査員講評 

   ・閉式の言葉              ・閉式の言葉 

 



 

５ 出場資格・表彰 

・ 出場資格:各学校で保護者承諾書を有し，鹿児島県大会・九州大会に参加できる者。 

・ 競技出場者は，会場の可能な範囲内とする。エントリー数が多くなった場合は，下記の方法で調整する。 

① 建築部会を優先にする。 

② 各校の参加者数が均等となるようにする。 

③ 前年度最優秀賞校を優先として割り振る。 

④ 運営委員で検討をして，選手に不利益にならないように協議する。 

 

・ 上位から最優秀賞１名 優秀賞２名 優良賞３名として表彰する。ただし，エントリー者が 10 名を満た

ない場は，エントリー数の半数を目処に表彰する。 

・ 最優秀受賞者は，鹿児島県木材加工部門代表として，第 2４回高校生ものづくりコンテスト九州大会

への出場権を得る。 

 

 

６ 責任者と審査員     

 

木材加工部門 部門責任者 藤 山  和 樹 氏 出水工業高等学校⾧ 

                審 査 員 赤瀬川 隆樹 氏 赤瀬川建設株式会社 代表取締役 

                      上 村  大 作 氏 県立宮之城高等技術専門校 技術専門員 

                     冨 永  勝 弘 氏 鹿児島高等技術専門校 講師 

                運 営 委 員 建 築 部 会 員 各学校参加選手引率者 1 名 

 

７ 競技課題 

第 24 回高校生ものづくりコンテスト全国大会要項に準ずる。 

※全国大会要項を確認してください。 

    

 

８ その他 

・ 組み立てが完了した生徒は，制限時間まで静かに作業エリア内で待機する。 

・ 作業完了後，完成作品に，選手自身がコート番号シールを貼り付けて運営委員の指示に従い，選手

自身が審査場所まで運ぶ。 

・ 会場計時は，電子黒板のタイマーで行う。必要に応じて，各自でストップウォッチを持参してもよい。 

・ 表彰においては，審査結果が同点の場合，全審査員による再審査を行う。運営委員は審査に関わらな

い。 

・ 課題訂正については，随時連絡を行う。 

 

 

 


